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1  は  し が  き

夏播 きサヤエンドウは適地が限定される作期であるだけ
に出荷量 も少なく価格 も安定しているが,岩手県の高冷地

及び太平洋沿岸地帯には夏期冷涼であることからこの作期
の導入が試みられている。しかし夏期冷涼といってもサヤ
エンドウの生育にとってはやや高温であるうえ,乾燥条件

も重なって栽培上の問題点も多い。それは立枯病,つ る枯

性病害による欠株発生,落花による着薬不足などが低収の

大きな原因となっている。このため夏播きサヤエンドウの

多収栽培法の確立が望まれ,その対応策として自黒ダブル

フィルム利用及び栽植距離が収量に及ぼす影響について検

討した。以下その成果の概要を報告する。

2試 験 方 法

1 白黒ダブルマルチ効果試験 (昭和54年 )

1)試験実施場所 岩手園試高冷地分場,九戸郡種市町

有家 (現地実証圃)の 2カ 所で実施 し

た 。

2)供試条件

(1)試験区 ①無マルチ区 ② 自黒ダカレマツけ 区 (自

面を表にした)

0)供試品種 30日絹女

0 1区 面積及び区制  (高冷地分場 )1区 9プ 2区

制,(現地実証圃)1区 152″ 1区制とした。

3)耕種概要

(1)播種期  (高冷地分場 )6月 11日 ,21日 , 7月 13

日,(現地実証圃)7月 6日

')栽
植様式  (高冷地分場 )畦幅 10tla,株間20m

2本立 ,(現地実証圃)畦幅 1∞ 碗,株間15m2本立

13)施肥量 (ん夕/3)N-096,P206-176,K2
0-096

2 栽値距離試験 (昭和 52～ 54年 )

1)試験実施場所 岩手園試高冷地分場

2)供試条件

(!)試験区 ① 5,OXl株 /108(1∞ ×

"“
2本立 ),

② 5,882株 /103(100X17"2本 立), ③ 7,143株

/108(100× 14Cπ 2本立 ),④ 9,091株 /103(loo
×1l C″ 2本立 )

0 供試品種 30日絹葵

“

)1区面積及び区制 1区
'ノ

2区制

3)耕種概要

(1)播種期 昭和52～53年 は 7月 11日 ,昭和54年 は 7

月 9日

0)施肥量 (ん,/a)試 験 1に準した。

3 試験結果及び考察

1 自黒ダブルマルチフィルムの効果

現地実証圃での地下 5mの地温変化をみると自黒ダブル

マルチは気温の高い8月 で,最高及び平均地温はそれぞれ

無マルチより4～ 5℃ , 1～ 2℃ 低い傾向を示 し,地温上

昇の抑制効果は顕著に認められた。
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図 : 自黒ダブルマルチの地温上昇の抑制効果

(地下 5でおの最高 平均地温の変化,

昭和54年現地実証圃 )

またマルチの有無による発芽率の差は認められなかった

が,発芽後の生育は自黒ダブルマルチが収穫開始期で主枝

長,主枝節数及び分枝数ともに上回る結果を示 した。収穫

終了時でも同様の傾向を示 し地温上昇の抑制,光反射のマ

'レ

チ効果が生育に好影響を及ばしたものと推察される。

収量 (上爽+曲奏)は高冷地分場,現地実証圃ともに自

黒ダブルマルチの増収効果は大きく,安定 した収量を示 し

ている。高冷地分場では 6月 11日 播さで収量の対無マルチ

比 129%,6月 21日 播き136%, 7月 13日 播き115%と 対照

区に比較し15～ 36%の 増収を示した。この増収要因は上奏

重量の増加とともに夏播き作型で大きな問題となる欠株の

表 : 生態調査 (昭和54年,現地実証圃)

沐
播種後 53日 (828) 収穫終了時 (1031)

主枝長 主枝
節数
(節 )

分枝激

(本 )

キ枝甚 主枝
節数
(節 う

分枝数

(本 )

“

πヽ (m)
無 マ ル

自拗 レマ

124 6

130 7 "8211
23
40

2640

2830
359
87 2

22
37
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表 2 収 量 (昭和54年,現地実証圃)

3/14～
8/31

(19)

9/1～
9/311

(lr2)

10/1～
10/21

(協 )

計

(″/8)

収量比

無  マ  ル  チ

自黒 ダブルマルチ

122
15 3

31 9

37 4

82
115

52 3

64 2

注.収量はA,B級規格の合計

発生が少なく,最終欠株率 (収穫打切り時)は無マルチ対

比自黒ダブルマルチは無マルチより14～ 94%少ない結果を

播種期,試験区

6月 11日

6月 21日

7月 13日

注 個数は 1,lXXl単 位,欠株率は収穫終了時

2 栽植距離

昭和52年 の試験結果では表 4の とおり100× 14 Cπ の密植

区が 1∞ ×20 Cπ の対照区に対し収量比 137%と最も多収を示

し,密値になるに従い上奏,曲奏とも増加の傾向が認めら

れた。さらに昭和53～54年では,よ り密植の llX X llCπ 区

を設け増収効果を検討 したが,前回多収であった 1∞ X14

“
は2カ 年とも最大収量となり対照区に対しそれぞれ 33

%,27%の増収を示 し,最密植の llXI X ll動 に対しても1

～9%の増収であった。

月   8   9           10

図 3 時期別収量比 (対 100× 20鍬比,昭和54年 )

4 ま  と  め

夏季の高温乾燥時を経過する夏播 きサヤエンドウは春播

きに比較 し低収であるが,自黒ダブルマルチ利用,密値に

示 した。また時期別収量でも自黒ダブルマルチは全般に無

マルチを上回る収量経過であった。

等級別割合 (重量)

また,昭和53年に 1∞ X14け と同程度の収量を示 した最

密植の101 X ll"は ,昭和54年の試験結果では対照区より

16%増収したものの 1∞ ×14 Cπ に比較 し増収程度は低い傾

向がみられることから密植限界に近いと推察された。

昭和54年の時期別収量をみると1∞ X14Cπ が他区より全

般に上回り25～ 29%の 増収を示したが,1∞ X ll昴 は8月

下旬から9月 上旬の初期収量は高いが以降の後半で収量低

下の傾向がみられ,llll X 14け との収量差は後半の収量の

差に起因していると考えられた。

注.個数は1,000単位。 収獲期間 (収穫日数) 昭和52年 9月 3日 ～10月 18日 (45日 ),昭和53年 8月 28日 ～ 10月

12日 (45日 ),昭和54年 8月 24日 ～10月 22日 (59日 )

よる増収効果は顕著であった。この効果は自黒ダブルマル

チにより地温上昇の抑制,光反射による着奏数の増加 ,つ

る枯性病害による欠株発生の低減などによるものであった。

また,収穫の後期まで収量を維持できる増収効果の高い

実用的な栽植様式は畦幅 llXl“ ,株間 14"2本立 (103当

たり7,143株 )が適当と考えられ, これ以上の密植の栽植

様式では密植限界を超え逆に収量の減少傾向が認められた。

これらのことから自黒ダブルマルチ (表 ,自 )と 密植の併

月によってサヤエンドウの夏播さ作型はかなりの増収が期

待できると思われる。

図2 自黒ダブルフィルムのマルチ効果 (対無マルチ比)

表 3 収 量 (昭和54年 ,高冷地分場 )

表 4 密植による増収効果 (昭和52～54年 ,高冷地分場 )

試
上  奏 曲 奏 くず奏

欠株率
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工
漱
曲
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重 量
(′り)

個 数
(1蜀ヽ

重 量
(′ι夕ヽ

却 伝 も

(%)
上 薬
(%)

曲 爽
(%)

くず薬

昭 52

1∞ X211m(標 準 )

100X 17 Cπ
100× 14 Cπ

239 5

322 5
326 9

23 6

33 3
336

22 2

28 6

32 7

83 9

83 9
83 2

昭 53

100 × 20α屁

100× 1402
100× 11`π

356 0

4757
475 7

413
415
53 8

83
71
,4

377 0

502 9
500 0

50
50
44

昭 54

100× 20C'
100 × 14●屁

100× 1l Ca

482 2

601 4
558 9

3り 0

5, 7
46 6

55 2

63 2
77 '
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■
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